
第 57 回  講演会  

2014 年 3 月 29 日（土）  

講演 13:30～16:00 
（受付開始  12:30 より）  

 

 

講師 ： 畠山 とも子先生 
（福島県立医科大学看護学部家族看護学部門） 

場所  福島県立医科大学看護学部  （N301） 

参  加  費    会員  ： 無料  ／ 非会員  ： １０００円  （当日受付にて） 

 

 

 

* 当日は平成 25 年度会員手続き（新規および更新）を受け付けます。(新年度は 8 月より) 

 

申込方法  ： 別紙申込書にご記入の上、3 月 24 日 (月 )までに FAX でお申し込みください。 

         （当日のご参加もお待ちしております）  

お申し込み／お問合せ先  ： 福島県立医科大学看護学部   

 ＦＡＸ ０２４－５４７－１８５３ （太田）  （電話同番号） 

 

  
 

これまで、患者さんのご家族は患者さんの療養に協力してもらう“資源”でした。

「マンパワー」としてご家族を捉え、ご家族に説明して患者さんの在宅療養の協力

を得たり、ご家族にがん告知後の患者さんの精神的フォローの協力を得たり、ご家

族から日常の生活に関する情報を得たり・・・。臨床におけるさまざまな場面で患

者さんのご家族の力をお借りしながら患者さんの療養を支援していると思います。

このとき、私たちはご家族を“患者さんの背景としての家族”として捉えていると

思います。『家族も患者さんと同様に看護の対象にしよう』というものが家族看護

です。では、家族を看護するってどうすればいいのでしょうか？私たちはどのよう

に患者さんのご家族を援助したらいいのでしょうか？今回のなすの会では、この

『家族看護』について、臨床でどのように実践すればよいのか、講演をしていただ

くことになりました。皆さまのご参加をお待ちしております。  
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